
休日における部活動地域移行アンケート（教職員）

期 間：2023年7月～8月

対 象：村内中学教職員

回答率：37％（42/113名）

※本アンケート調査による検証結果（1～4）を記載しており
ます。各調査の結果、質問項目の詳細については部活動地域
移行に関する調査（教職員）をご確認ください。



検証１：現在の部活動の状況

検証２：生徒の自主性について

検証３：現在の部活動顧問の要望
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◼結果のまとめ
・目標に向かってやり抜く力（68,1％）、礼儀やマナーを身につ
けること（57,1％）を重視している。

・一部の部活動では平日3時間以上、休日（土日）に活動日を設け
ている。

・休日は3時間以上の指導時間を要している部活動が68％以上ある。
・年に20回以上の練習試合や発表会等がある部活動が５割以上あ
る。
→休日の部活動に関わる時間が多い。

◼考察
教職員の負担を減らしていく必要がある。

◼結果のまとめ
・9割弱の部活動が生徒同士で練習時間や内容を決めている。
・8割以上の教職員が生徒が主体となって試合などを企画、運営す
ることを望んでいる。

→生徒の自主性、主体性を望んでいる。

◼考察
生徒が主体となって活動できる部活動の地域移行が望ましい。

◼結果のまとめ
・97,2％が練習等を生徒同士で決めたほうがいいと考えている。
・専門的で丁寧な指導（76,2％）、生徒がやりたい種目（42,9％）
を望んでいる。

・課題として今後も教員の負担が減らないと感じている。

◼考察
地域移行後は専門性があり、生徒とコミュニケーションを図りな
がら指導していく必要がある。


